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はじめに

　本年１月１日、16時10分に石川県志賀町で震度７を観測する地震が発生し、2月26日現在での死亡者数は241人、住宅被害7万7,804棟、安否不明者9名と甚大な被害が発生しました。
　さらに、その翌日の1月2日18時頃、日本航空機と海上保安庁の航空機が羽田空港滑走路で衝突し、５人の尊い命が失われる事故が発生しており、新しい年初め早々の悲惨な事故に遭われた被災者の皆様に、心よりお悔みを申し上げます。

　さて、社会福祉法人新永福祉会は、昭和52年4月に事業を開始し47年の歴史を刻み、48年目を迎えたところです。
　事業開始時は、特別養護老人ホーム恵光苑定数80名、空床を利用したショートステイ10名の介護サービス事業を開始し、その後、平成3年1月1日、利用定員28名の恵光苑デイサービスセンター、平成12年4月1日、恵光苑居宅介護支援事業所を開設し、地域の中核的介護施設として半世紀に亘り、介護サービスの提供を行い現在に至ってきたところです。
　社会福祉法人に対してはガバナンスの強化、事業運営の透明性、財務規律の強化や地域における公益的な取り組み実施する責務が求められている中、新永福祉会ではこの社会的な責務、及び法人経営としての人材育成と経営基盤の強化を基本にサービスの向上を目指していく所存であります。
　あわせて、ご利用者様の皆様やご家族を主体としたサービスの向上や、特別養護老人ホーム恵光苑の住環境や安全性の向上、業務効率化による介護職員等の介護負担の軽減、地域に対する情報発信等にも積極的に取組んでまいります。

　令和元年12月、中国武漢で新型コロナウイルスが発生し5年目を迎えたところですが、この間、恵光苑でもクラスターが発生するなど、経営面においても大変厳しい状況にある中、追い打ちをかけるように令和4年2月下旬、ロシア軍がウクライナへ侵攻を開始し戦争が始まり、この戦争を起因として物価高騰や燃料高騰に拍車がかかり、大変厳しい運営を余儀なくしているところでありますが、山口県や長門市からの補助金を上手く活用しながら、今後も引続き健全な運営に取り組んでまいります。

　今後も役員や評議員の皆様を始め、関係する多くの方々のご意見を傾聴し、課題解決に社会福祉法人として真摯に取り組んでまいりますので、引き続きご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
Ⅰ.法人の信条と施設方針
社会福祉法人新永福祉会の信条と施設方針は、次のとおりです。
この信条と施設方針は、毎年度の事業方針と計画の基本となるものです。


1． 新永福祉会の信条
　“苑生様に泣かされても決して泣かしてはならない”
「奉仕」
明るい心　やさしい言葉　愛の心で力いっぱい
「創造」
平素から創意工夫を念頭に日々の勉強あしたを創る
　「調和」
　　人もまた自分と同じに労い感謝と敬愛忘れずに


2． 新永福祉会の施設方針
　「職員同士、
お互いに敬意を表し、
　　助け合う、
教える環境を創る」


Ⅱ．令和5年度取り組み
（１）継続事業
前年度からの職員駐車場整備事業が終了し、５月末より使用を開始した。以前より近くになり、職員には大変喜ばれている。
（２）人材確保及び業務管理
新卒者の入職者が２名ありましたが、介護、看護職員においては、高齢化に伴い新たな職員の確保が大変厳しい状況にある為、市内の高等学校に職員募集の挨拶に伺った。
また、令和５年度より新たに職員の人事評価制度を導入し　労務管理に努めた。
（３）物価高騰対策
物価高騰のおり、山口県より介護施設等物価高騰緊急対策支援補助金が昨年度に引き続き実施され、光熱費支援金及び食材費補助金の交付を受けた。また、電気料金の見直しを行い、電力会社を中国電力から日本テクノに変更したことから、１年間で300万円を超える電気代の削減につながると共に、職員の節電意識も高まった。
（４）感染対策
５月にコロナウイルス感染症の扱いが５類に変わりましたが、市内では毎月のように感染者が発生し、デイサービスにおいて、８月に職員５名がコロナウイルスに感染したため、土・日を含め５日間サービスを中止した。また、再開後一定期間、利用者及び職員に抗原検査を行い感染拡大防止に努めた。
本苑においても、９月にコロナ感染が発生し、面会を一時的に中止して、感染拡大防止に努めた。さらに、感染が終息するまでの間、ショートステイ利用者や職員に抗原検査を行い、感染拡大の防止に努めると同時に職員全員に手指消毒やマスクの着用、また廊下に４か所ナイロンカーテンを取り付け、感染者発生時のゾーンを区別し、感染拡大防止対策の徹底を図った。

Ⅲ．役員会等開催状況
（１）理事会
①書面決議　理事会の決議があったとみなされた日　
　　令和５年４月２５日（火）
　　理事全員９名の同意書及び監事全員２名の確認書が揃った
書面決議議題
第１号議案　評議員の選任候補者の推薦について
吉田栄次郎氏の後任として河村ともよ氏

　②開催日時　令和５年６月５日（月）１８：００～１９：００
　　開催場所　特別養護老人ホーム恵光苑　けんこう館
　　　出席者　理事７名　，監事２名
　　　欠席者　理事２名

　 　議　題　　
[bookmark: _Hlk40275493]第１号議案　令和４年度事業報告について
第２号議案　令和４年度決算報告について
第３号議案　監査報告について
第４号議案　資産の登記変更について
第５号議案　時期役員候補者について
第６号議案　定時評議員会の招集について
第７号議案　その他

③開催日時　令和６年３月１１日（月）１８：００～１９：１５
　　開催場所　特別養護老人ホーム恵光苑　けんこう館
出席者　理事８名　，監事２名
委任状　理事１名
　　議　題
第１号議案　令和５年度補正予算（案）について
第２号議案　令和６年度事業計画（案）について
第３号議案　令和６年度当初予算（案）について
第４号議案　給与規定の一部改正について
第５号議案　就業規則の一部改正について
第６号議案　石川理事退任に伴う後任理事選任について
第７号議案　定時評議員会の招集について
第８号議案　その他

④書面決議　理事会の決議があったとみなされた日
令和６年３月３１日（日）
　　 理事全員９名の同意書及び監事全員２名の確認書が揃った
書面決議議題
第１号議案　梶山陽司理事を業務執行理事として選任する
(２)　評議員会
　①開催日時　令和５年６月２０日（火）１８：００～１９：００
　　開催場所　特別養護老人ホーム恵光苑　けんこう館
　　　出席者　評議員７名，
監　事１名(岡村監事)，理　事１名(理事長)
　　　欠席者　評議員３名
　　 議　題　
第１号議案　令和４年度事業報告について
第２号議案　令和４年度決算報告について
第３号議案　監査報告について
第４号議案　資産の登記変更について
第５号議案　次期役員候補者について
第６号議案　その他

②開催日時　令和６年３月２７日（水）１８：００～１９：０５
開催場所　特別養護老人ホーム恵光苑　けんこう館
出席者　評議員９名，理　事１名(理事長)
欠席者　評議員１名
議　題
第１号議案　令和５年度補正予算（案）について
第２号議案　令和６年度事業計画（案）について
第３号議案　令和６年度当初予算（案）について
第４号議案　給与規定の一部改正について
第５号議案　就業規則の一部改正について
第６号議案　理事選任について
第７号議案　その他




令和５年度
事　業　報　告　書







特別養護老人ホーム恵光苑




1． 全　般
　恵光苑は、奉仕・創造・調和を信条とし、社会資源の一つとして地域の方に安心した生活を提供できるようサービスを行いました。重度化、高齢化が進み、医療依存度も多くなりつつあり、介護と医療の連携に重点を置き入所者や家族が安心して施設利用が出来るよう努めた。

2． サービスの提供
（１）ケアマネジメント体制
個別ケアの基本となる「施設サービス計画（ケアプラン）」を　利用者の意向、ニーズに沿って介護支援専門員が中心となり多職種協働で策定し、利用者又は、家族の同意を得たうえで、計画に基づくサービスを提供した。
それぞれのサービスが、日々の生活の中で有効に実施されているかモニタリングを行い、必要に応じて再アセスメントやカンファレンスを実施して、適切にケアマネジメントを展開した。

（2） 重度化への対応
平均介護度が4.3となっており、重度化が続いている中であ　っても施設での生活が快適に過ごせるよう環境を整え、身体状況に応じ介護方法も個々に対応できるよう努めた。また医療依存度の高い方も増加し、関係医療機関との連携を密にとることにより、診療、検査等が適切に行えるよう努めた。
特に経管栄養（胃ろう・経鼻）の利用者については、看護職員体制により、受け入れる人数を制限する等見直しを行い、施設で安全、安心した生活ができるよう努めた。
　
（3） 認知症対応
苑生、ショートステイ利用者を含めて、認知症利用者が増加傾向にある中、多職種協同により対応を検討した。
軽度の認知症については、職員の見守り配置に重点を置き、状態を見守るとともに安全な環境を提供した。またセンサーマットなど活用することにより、気持ちや気分の変化による行動を適切に把握し事故やけがの予防に努め安全に施設での生活ができるよう取り組んだ。
また重度の認知症については嘱託医や家族に相談し、専門医に受診することにより施設での生活が続けられるよう努力した。
（4） 健康管理
嘱託医を中心とし、施設内の医療体制を充実させながら入所者の健康管理に努めた。
年2回の健康診断のほか、家族の希望や疾患により協力医療機関への通院を行い、また入退院については、各医療機関の連携室と連絡を取り、空床利用者との兼ね合いを確認しながら、出来る限り空床のないよう心がけた。
終末期においては、ご家族の希望を受け、終末期医療ニーズを的確に把握しご家族同意のもとニーズに沿った対応を行った。
また、容態急変による看取りを1名の方に行った。

（5） 感染対策
新型コロナウイルス感染対策
新型コロナウイルスが令和５年５月８日より２類相当から５類へと移行しましたが、施設における感染対策については２類相当の感染対策を継続しつつ、情勢を見ながら緩和に向けて取り組んだ。
　　　（発症）令和５年９月１６日～３０日
　　　　　　　　苑生１３名　　　職員１２名
　　　　　　　※苑生は施設内、職員は自宅療養する。
　　　（継続して行った予防対策）
　　　　　　　・出勤時検温　
　　　　　　　・発症者が出た場合、関係部署は抗原検査後出勤
　　　　　　　・体調不良時は出勤せず、電話にて連絡。
　　　　　　　　　（同居家族が発症した場合も同じ）
　　　　　　　・家族面会は予約制にて玄関ホールの面会場所で透明シート越しに行う。
　　　　　　　・消毒、マスク着用、換気

インフルエンザ、食中毒については感染対策委員会を中心に、施設内の消毒、環境整備、及び利用者に対して保健衛生に努め、発生しなかった。
　
（６）給食
食事は、摂食・嚥下機能や認知機能が低下しても、最後まで自分の口から食べる楽しみを得られるよう多職種による協働に努めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
嘱託医師、看護職員、介護職員と連携し、個々の咀嚼、嚥下レベルに合った食事形態（普通食・刻み食・極刻み食・ミキサー食）で対応し、栄養補助食品等の導入も行い、安全な栄養摂取に取り組んだ。

1 行事食の実施
・子供の日御膳　
　　　・敬老祝膳
・おせち料理
・お雛祝膳 
・すきやきバイキング（忘年会）
・七夕祭（ソーメン）
2 衛生面については「衛生管理マニュアル」に基づき、次のと
  　　 おり実施した。
(1)原材料搬入時の検温、検体の採取と保存（７２時間）
(2)生食用果物・野菜等の次亜鉛素酸ナトリウムと電解質に
よる消毒の実施
(3)冷蔵庫内収納缶利用による二次汚染防止の努力
(4)食品の加熱における、中心温度の計測と記録
(5)確実な手洗いの実践
(6)調理室会議等での、給食職員の衛生意識の自覚と高揚を
図った。

（７）行事・慰問等
　　地域の文化や、季節感の感じ取れるイベントを行うことにより、日常生活の活性化に努めた。また新型コロナウイルス対策も緩和し、地域ボランティアの受け入れも再開させることにより、社会とのつながりを持ち、入所者の精神面からも支えられるよう取り組んだ。
ただし、新型コロナウイルス再流行により、９月実施した敬老会は、苑生、利用者、職員のみで行った。


４月　月次祭　　　　飯山八幡宮
花まつり
お花見会　　
誕生会　
ドライブ
レクリエーション
　　　　
５月　月次祭　　　　飯山八幡宮
端午の節句
母の日
誕生会　　　　長門めっちゃブラザーズ　　
レクリエーション

６月　月次祭　　　　飯山八幡宮
誕生会　　　　ホアヘレ　
レクリエーション
苑生健康診断
　　　　　
７月　月次祭　　　　飯山八幡宮
七夕祭
御神幸祭　　　飯山八幡宮
誕生会　　　　夢見る会
レクリエーション

８月　月次祭　　　　飯山八幡宮
慰霊祭・法話　報恩寺
盆踊り・地蔵尊祭　コロナ対策のため設営のみ
誕生会　コロナ対策のため中止
レクリエーション
　　　　　　　
９月　月次祭　　　　飯山八幡宮
敬老会　　　
敬老プレゼント　深川養鶏
鯨肉プレゼント　鯨の食文化を継承する会　　　　
誕生会　コロナ対策のため中止
レクリエーション
　　　
10月　月次祭　　　　飯山八幡宮
運動会・誕生会　　　
レクリエーション

11月　月次祭　　　　飯山八幡宮
誕生会　　　　琴遊　
お米一握り運動　ＪＡ長門大津
総合防火訓練
レクリエーション

12月　月次祭　　　　飯山八幡宮
クリスマス会・誕生会　まりちゃんコンサート
忘年会　　　　すき焼きパーティー
もちつき　　　コロナ対策のため中止
レクリエーション

１月　初詣
年頭祭　　　　飯山八幡宮
誕生会　　　　栄美会
レクリエーション

２月　月次祭　　　　飯山八幡宮
節分祭
誕生会　　　　ホアヘレ

３月　月次祭　　　　飯山八幡宮
誕生会　　　　めっちゃブラザーズ
外庭散歩
花見ドライブ
レクリエーション

（８）機能訓練・ドライブ
　　　　入所者各自の日常における生活動作を的確な把握と評価を行い、機能の維持及び残存機能の活用を目的に機能訓練室（けんこう館）を１６時から１７時まで常時開放し入所者の希望により、時間延長にも対応しながら訓練への参加を促し実施した。
　　　　施設外での活動は、地域とのつながりを深めるため、市内景勝地へのドライブを行った。

　　　　・ドライブ行先　　大寧寺、渋木方面
（９）家族との交流
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、面会のみ実施し　た。
平日午後より、オンライン面会や玄関ホールに設置した面会スペースでの透明シート越しの面会を行い、家族との交流を続けられるよう努めた。
状態が悪化した利用者については、居室内にて短時間の面会により状態説明を行い、今後についての検討を行うなど連携を図った。
　　　　　　
（10）配食サービス
長門市からの「食」の自立支援事業の委託を継続し、当苑の配達区域である西深川、東深川地区の利用者に対して食事の便宜を図る事により、利用者の健康増進に対応するため、季節感あふれる食材の利用と個々の状態に応じ、減塩食やお粥、特軟菜、刻み食等の食事の便宜を図りながら食中毒の防止にも努力した。１日の配食数を２０食前後とし、各家庭への到着時間の均一化を図り、手渡しすることにより食中毒の防止に努めた。
また、長門市包括支援センターや高齢福祉係及び各担当ケアマネージャーとの連携し利用者の安否の確認を行った。

利用実人員　　･･･４３名　年間実配食数…４,９２８食
月平均配食数･･･４１０食

（11）防災・防火に関すること
防火管理については、スプリンクラー、消火器、屋内消火栓等の設備しており、毎月定期的に訓練を行い入所者、人命の安全確保に努めた。また、年１回の総合防火防災避難訓練には、長門市消防本部の参加による指導と地域の防災協力員等の協力により、防火管理の向上と管理体制の強化に努めた。
消防署への通報装置については自動通報装置の点検を行い、関係機関、関係職員により早く連絡出来るよう整えた。
防災については、地震発生時対策訓練及び土砂災害避難訓練を実施し、重度化してきている入所者の避難誘導を敏速かつ適切に行えるよう努めた。


Ｒ５　　４．１９　地震発生時対策訓練
Ｒ５　　６．２０　消防用設備点検　（初田消火器）
Ｒ５　１１．２２　総合防火避難訓練（消防署．職員）
　　消防署立ち入り検査
土砂災害避難訓練
Ｒ６　　１．３０　消防用設備点検　（初田消火器）

※その他、防火防災に対して初動の重要さと避難誘導訓練、通報連絡訓練等防災意識への教育について基本技能熟達強化に努め、有事の際に備えた災害防止体制の更なる充実に努めた。
※電気保安点検（毎月、後根正一）

（12）職員の資質向上のため、以下のとおり研修等に参加した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　８月.
山口県労働セミナー　　　　　　白井ゆかり　　１日間
　　　　　介護支援専門員更新研修　　　　山中翔平　　　１日間
９月.
山口県労働セミナー　　　　　　白井ゆかり　　１日間
10月.
介護支援専門員更新研修　　　　山中翔平　　　２日間　

令和６年１～３月
　　　　 令和５年度認知症介護基礎研修　　藤井彩華
　　　　　　　　　　　 （オンライン）　　小林萌伽　  145時間











資料

令和５年度　入退所者数
	
	入　所　者
	退　所　者

	介護度３
	３
	４

	介護度４
	１７
	４

	介護度５
	６
	１８

	計
	２６
	２６



入　所　者　　　　　　
	家庭（短期入所含む）から
	１１

	老人保健施設から
	１０

	医療機関から
	４

	その他の施設から
	１

	計
	２６


[bookmark: _Hlk6217736]（前年比　＋７名）
 
退　所　者
	医療機関へ
	１１

	死亡（医療機関入院中）
	１４

	施設にて看取り
	１

	計
	２６


（前年比　＋８名）

令和５年度通院実施状況 

	
	人　　員
	回数

	岡田クリニック
	３６
	１９

	斉木病院
	１０７
	８０

	長門総合病院
	１７８
	１７０

	岡田病院
	２２９
	２０８

	三隅病院
	１
	１

	福永病院
	５１
	４０

	田中歯科医院
	７
	７

	うちだ眼科
	５
	５

	斉藤医院
	１
	１

	計
	６１５
	５３１


　





令和５ 年度月別入所者数

入所定員８０名 
	項目
月　
	延べ利用者数
	空床数（入院・外泊・退所等）
	利用率

	４月
	２,１７０人
	２３１人
	９０.４％

	５月
	２,２１３人
	２６１人
	８９.２％

	６月
	２,１１８人
	２８２人
	８８.２％

	７月
	２,１６０人
	３２０人
	８７.１％

	８月
	２,２６７人
	２１３人
	９１.４％

	９月
	２,２０４人
	１９５人
	９１.９％

	１０月
	２,３０７人
	１９８人
	９２.１％

	１１月
	２,２４０人
	１６０人
	９３.３％

	１２月
	２,３４０人
	１４０人
	９４.３％

	１月
	２,３５８人
	１２２人
	９５.０％

	２月
	２,１５４人
	１６０人
	９３.０％

	３月
	２,３８３人
	  ９７人
	９６.０％

	計
	２６,９１４人
	２,３７９人
	９２.１％
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短期入所生活介護事業


恵光苑短期入所生活介護事業報告書

1． 全　般
ショートステイの受入れは、本人や家族の希望を踏まえ、ケアマネージャー等からの情報を得る事により、利用者のニーズに合ったケアプランの作成を行った。
また、利用中においては、利用者・家族のニーズや意向に沿った柔軟なサービスの提供に努めた。
以下年度実績は次のとおりです。

２．利用状況　　　　　　
(1)　 全　般
利用実人員　　　　　　　　       ６８人
実施延人員　　　　　        ５,５８０人
(2)	地区別　　　　　　長門地区           ５５人
　　　　　　　　　　　　油谷地区             ３人
　　　　　　　          日置地区　           ０人
　　　　　　　          三隅地区           １０人

(3) 介護度別利用状況
	介　護　度
	人　　　員
	割  合（％）

	介　護　度　５
	　　　　９人
	１３.２％

	介　護　度　４
	１３人
	１９.１％

	介　護　度　３
	１９人
	２７.９％

	介　護　度　２
	２１人
	３０.９％

	介　護　度　１
	　　　　５人
	　　　７.４％

	要　支　援　２
	１人
	　　  １.５％

	要　支　援　１
	　　　　０人
	０％

	合　　計
	　　　６８人
	　　


(4) 月別利用状況
	項目
月　
	延べ利用者数
(うち空床利用者数）
	実人員
	送迎回数

	４月
	４７８人
（１７６人）
	３７人
	１３１回

	５月
	５０５人
（１９５人）
	３７人
	１３５回

	６月
	５６０人
（２６０人）
	４２人
	１３４回

	７月
	５６３人
（２５３人）
	４２人
	１３７回

	８月
	４７４人
（１６４人）
	３５人
	１１０回

	９月
	３８４人
（　９８人）
	３５人
	  ８９回

	１０月
	４６１人
（１５１人）
	３４人
	１３５回

	１１月
	４４３人
（１４３人）
	３７人
	１３１回

	１２月
	４４４人
（１３４人）
	３７人
	１３７回

	１月
	４１７人
（１０７人）
	３３人
	１１０回

	２月
	４４５人
（１５５人）
	３３人
	１３５回

	３月
	４０６人
（　９６人）
	３６人
	１３７回

	計
	５,５８０人
（１,９３２人）
	
	１,５２１回




(5) 月別１日平均利用者数
	項目
月　
	１日平均利用者数
	１日平均空床利用数
	１日平均送迎回数

	４月
	15.9人
	5.9人
	4.4回

	５月
	16.3人
	6.3人
	4.4回

	６月
	18.7人
	8.7人
	4.5回

	７月
	18.2人
	8.2人
	4.5回

	８月
	15.3人
	5.3人
	3.6回

	９月
	12.8人
	2.8人
	3.0回

	１０月
	14.9人
	4.9人
	4.4回

	１１月
	14.8人
	4.8人
	4.4回

	１２月
	14.3人
	4.3人
	4.5回

	１月
	13.4人
	3.4人
	3.6回

	２月
	15.3人
	5.3人
	4.7回

	３月
	13.1人
	3.1人
	4.5回

	平均
	15.3人
	5.3人
	4.2回





(6) 空床数に対する空床利用者数及び空床率に対する空床利用率

	項目
月　
	空床利用者数
（　空床数　）
	空床利用率
（　空床率　）

	４月
	　　　１７６人
（２３１人）
	７.３％
（９.６％）

	５月
	　　　１９５人
（２６１人）
	７.９％
（１０.８％）

	６月
	２６０人
（２８２人）
	１０.８％
（１１.８％）

	７月
	　　　２５３人
（３２０人）
	１０.２％
（１２.９％）

	８月
	　　　１６４人
（２１３人）
	６.６％
（８.６％）

	９月
	　９８人
（１９５人）
	４.１％
（８.１％）

	１０月
	１５１人
（１９８人）
	６.０％
（７.９％）

	１１月
	１４３人
（１６０人）
	６.０％
（６.７％）

	１２月
	１３４人
（１４０人）
	５.４％
（５.７％）

	１月
	　　　１０７人
（１２２人）
	４.３％
（５.０％）

	２月
	１５０人
（１６０人）
	６.６％
（７.０％）

	３月
	９６人
（９７人）
	３.８％
（４.０％）

	計
	１,９２７人
（２,３７９人）
	６.６％
（８.２％）
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通 所 介 護 事 業




恵光苑デイサービスセンター事業報告書

１．全　般
　　事業所として、居宅介護支援事業所のケアプランに基づき、通所介護計画を作成し、ご利用者が健康で在宅生活の継続が可能となるよう支援する。認知症の進行予防と共に、他のご利用者と安心して交流を図る事が出来る楽しい雰囲気作り等を行う事により、心身ともに活性化できる援助と、生き甲斐や喜び及び個々の満足感の充実に努めながら、健康的で潤いのある生活を送る援助・サービスの提供に努めた。
以下各種年度実績は次のとおりです。

（１）通所事業実施状況　　　　　　　　　     （月別人員）
	月
	開所日数
	実利用人員
	延利用人員
	１日平均利用人員
	送 迎
	入 浴
	給 食

	４
	20
	52
	427
	21.3
	812
	396
	418

	５
	23
	52
	456
	19.8
	864
	412
	447

	６
	22
	52
	446
	20.2
	828
	402
	431

	７
	21
	53
	453
	21.5
	841
	411
	435

	８
	20
	57
	376
	18.8
	708
	346
	368

	９
	21
	53
	451
	21.4
	855
	417
	443

	10
	22
	54
	476
	21.6
	898
	439
	467

	11
	22
	55
	446
	20.7
	845
	416
	437

	12
	21
	52
	389
	18.5
	726
	355
	381

	１
	21
	54
	388
	18.4
	732
	359
	381

	２
	22
	53
	415
	18.8
	779
	386
	406

	３
	21
	55
	420
	　20.0
	789
	396
	412

	計
	256
	642
	5,143
	20.0
	9,677
	4,735
	5,026


（２）介護予防通所介護事業実施状況　　　　　　（月別人員）
	月
	開所日数
	実利用人員
	延利用人員
	１日平均利用人員
	送 迎
	入 浴
	給 食

	４
	12
	10
	48
	4.0
	96
	30
	48

	５
	14
	10
	53
	3.7
	104
	35
	53

	６
	14
	9
	46
	3.2
	106
	30
	46

	７
	12
	9
	46
	3.8
	91
	30
	46

	８
	13
	9
	39
	3.0
	77
	25
	39

	９
	12
	9
	42
	3.5
	84
	24
	42

	10
	13
	10
	43
	3.3
	86
	23
	43

	11
	14
	11
	49
	3.5
	98
	23
	49

	12
	18
	12
	56
	3.1
	112
	36
	56

	１
	21
	11
	56
	2.6
	112
	39
	56

	２
	17
	9
	50
	2.9
	100
	37
	50

	３
	16
	9
	48
	3.0
	95
	36
	48

	計
	176
	118
	576
	3.3
	1,161
	368
	576



2． 通所事業利用者等状況
（１）　全　般
　　　　　　　通　所　介　護　　　介護予防通所介護
利用実人員             642人　　　　　 　118人
実施延日数             256日　　　　　 　176日
基　　　　本           5,143人　　　　　   576人
給　　　　食（延）          5,026人　 　　　　  576人
入　　　　浴（延）          4,735人 　　　　　  368人
サービス提供体制（延）       5,143人             576人
個別機能訓練可算 Ⅰ         3,478人
生活機能向上グループ加算                          118人
（２）　介護度別利用状況　　　　　　　　（３月末日現在）
　
	介　護　度
	人　　　員
	割  合（％）

	要　介　護　１
	15人
	15.23％

	要　介　護　２
	18人
	18.28％

	要　介　護　３
	12人
	12.19％

	要　介　護　４
	8人
	8.13％

	要　介　護　５
	2人
	2.3％

	要　支　援　１
	4人
	4.6％

	要　支　援　２
	3人
	3.5％

	事 業 対 象 者
	2人
	2.3％



	姓 
　歳
	40
～49
	50
～59
	60
～69
	70
～79
	80
～89
	90
～99
	100
以上

	男
	0
	0
	0
	3
	6
	6
	0

	女
	0
	0
	1
	3
	19
	25
	3

	計
	0
	0
	1
	9
	27
	27
	3



（３）  男女別利用状況　　　　　　　　　（３月末日現在）
（介護予防通所介護事業含）


	姓 
　歳
	計
	平均年齢

	男
	15
	87.1

	女
	51
	94.3

	計
	66
	92.6






	

前年度の目標
・利用者、職員共に次に繋げる
新規利用者R5年度３１名。　
（入院や永眠、施設入所等で７名は利用終了）
新職員R5年度３名。

・個別機能の充実を図る
　個々に合わせた訓練を達成することが出来た。
　職員間で連携を取りR6年度も継続する。

・短時間利用希望者への個別対応
　ご利用者様やご家族様の要望に応じて短時間対応が
出来た。
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居 宅 介 護 支 援 事 業




指定居宅介護支援事業所事業報告書

全般
要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅においてその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように支援する。
本人家族の思いを傾聴し、信頼関係を築き適切に対応できるよう努めた。
また、新規利用者を得るために市や医療機関へ協力をお願いした。新規利用者が在宅で長く生活してもらうためにサービス調整を行った。

1　事業実績状況

[bookmark: _Hlk167189804]１）介護　事業者請求　年間推移
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	合計

	人数
	149
	152
	155
	153
	157
	152
	147
	150
	148
	147
	152
	149
	1,811




２）予防　事業者請求　年間推移
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	合計

	人数
	47
	45
	45
	49
	45
	46
	49
	49
	51
	49
	44
	43
	562




３）認定調査　年間推移
	
	4月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	合計

	人数
	3
	5
	3
	4
	4
	2
	1
	0
	5
	2
	4
	4
	37



４）介護　　介護度別　　年間推移
	要介護
	4月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	合計

	要介護1　　
	71
	73
	78
	79
	79
	76
	74
	74
	70
	70
	71
	72
	887

	要介護2
	48
	48
	48
	47
	49
	48
	48
	47
	43
	45
	49
	46
	566

	要介護3
	19
	21
	20
	19
	20
	21
	20
	23
	26
	25
	23
	23
	260

	要介護4
	3
	3
	3
	4
	4
	3
	3
	3
	6
	4
	5
	4
	45

	[bookmark: _Hlk167259025]要介護5
	8
	7
	6
	4
	5
	4
	2
	3
	3
	3
	4
	4
	53

	合　計
	149
	152
	155
	153
	157
	152
	147
	150
	148
	147
	152
	149
	1,811




５）予防　　介護度別　　年間推移
	
	4月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	合計

	事　業
	8
	7
	7
	5
	6
	3
	4
	4
	4
	4
	4
	4
	60

	要支援1
	12
	13
	12
	17
	14
	19
	20
	20
	22
	20
	18
	17
	204

	[bookmark: _Hlk167259247]要支援2
	27
	25
	26
	27
	25
	24
	25
	25
	25
	25
	22
	22
	298

	合　計
	47
	45
	45
	49
	45
	46
	49
	49
	51
	49
	44
	43
	562



1
2　資質向上のため、以下の通り研修に参加した。
４月　
第１回地域ケアネットワーク会議　長門市　永岡幸子・山田都
山田博子・橋本浩子・久島佐江
[bookmark: _Hlk167202745]地域ケア個別会議　事例提供　　　　　　　橋本浩子
[bookmark: _Hlk167260586]５月　
[bookmark: _Hlk167194928]長門地域介護支援専門員連絡協議会　総会　山田都・山田博子
橋本浩子・久島佐江
　　
6月　
介護支援専門員更新研修　　　　　　山田都・山田博子・久島佐江
[bookmark: _Hlk167195707]８月　
介護支援専門員更新研修　　　　　　山田都・山田博子・久島佐江
[bookmark: _Hlk167195099][bookmark: _Hlk167194786]主任介護支援専門員フォローアップ研修　　　　　　　 永岡幸子
地域ケア個別会議　事例提供　           　          山田博子
9月　
ゲートキーパーの養成講座　長門市　永岡幸子・山田都・山田博子
　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本浩子・久島佐江
介護支援専門員更新研修　　　　　  山田都・山田博子・久島佐江
10月
介護支援専門員更新研修　　　　　　山田都・山田博子・久島佐江
主任介護支援専門員フォローアップ研修      永岡幸子
11月　
日常生活自立支援事業　　　　　　　山田都・山田博子
　　　　　　　　　　　　　　　　  橋本浩子・久島佐江
     
12月　
主任介護支援専門員フォローアップ研修　　永岡幸子・久島佐江
　要件研修
　地域ケア個別会議　事例提供　　　　　　　山田都
2月　
住まいの健康づくり講演会　　　　　　 　 山田博子
　地域ケア個別会議　事例提供　　　　　　　永岡幸子
3月　
ネットワーク会議　認知症ケア向上研修　　橋本浩子・久島佐江
　こころの健康づくり講演会　　　　　　 　 山田都・山田博子
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